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論文の要旨（日本語で記載） 
 
【目的】 

本研究は在宅要支援・要介護高齢者における全身の骨格筋量と舌圧との関

連を検討することを目的とした． 
 
【対象および方法】 

75 歳以上で在宅医療・介護サービスを利用している男女 64 名（平均年齢

=86.4 歳，男性 18 名，女性 46 名）を調査対象とした．舌圧測定器を用いて

舌圧を測定した．また，体成分分析装置を用いて四肢骨格筋量を計測した．

その後，四肢骨格筋量を身長の二乗で除した値を骨格筋指数（SMI）として

算出した．そして，説明変数を SMI，目的変数を舌圧とするロバスト回帰分

析を行い両者の関連を評価した．共変量は単変量解析において舌圧と有意な

関連を認めた因子とした． 
 
【結果】 
単変量解析にて SMI と舌圧の間に有意な正の関連を認めた．続いて多変量

解析を実施した結果，関連する他の因子で調整した後も，SMI と舌圧の有意

な正の関連は保持された（回帰係数=3.6，95%信頼区間=1.6, 5.5，p<0.01）． 
 
【結論】 

本研究結果から，75 歳以上の在宅要支援・要介護高齢者において全身の筋

肉量と舌圧の間には正の関連があることが示された． 

 


